　　　　　　　


依頼年月日：　　　年　　月　　日 
	お客様名：

	部署名：

	御担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先
	電話番号：

Ｆax番号：

	
	e-メールアドレス：


（THKチェック欄）
＊「当社製品使用目的」・「輸出先国名」・「最終ユーザー名」の記載に不備がある場合、該非判定書発行が遅れますのでご注意下さい。

	輸出社名(正式名称)
	
	

	判定要求形番　　 

（ＴＨＫ正式形番）

(大量の場合は、別紙可)
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	当社製品使用目的　(注記1)
機械・装置名


	[          　　  ] 製造用 [　 　                    ]

☆具体的に「何を生産するためのものなのか」ご記入ください。

  ※自動車、パソコン、液晶テレビ等最終製品にてご記入ください

  ※具体的な最終製品の特定が不可能な場合は、一般産業用、家電用、民生用の記載でも結構です。
	

	
	☆上記依頼の理由は、製品の用途が核兵器、科学兵器、生物兵器及び軍事関係に使用されないことを確認させて頂く為です。お手数ですがご協力をお願い致します。

（尚、使用される場合は貴社での輸出許可が必要になります）
	

	輸出先国名
	
	

	最終ユーザー名　　(注記2）
	(英文)
	

	発行書類部数
	　　　部　(所定書式:　1.有  2.無 )
1の場合の送付方法：①FAX ②メール添付 ③その他：　　　　　
	

	判定書への特記事項
	(有 無) （EAR、16項記述、等）
内容→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	書類提出納期　　 
	　　月　　日（特別な送付方法の希望等：                        )
	

	
	急ぎの理由：(1.現地機器故障　2.貴社依頼漏　3.その他)　　　
その他の場合(記述)：
＊輸出予定日をお教えください。（　　　　年　　月　　日）

· 書類提出納期が、標準製品の場合、依頼受信日を含み4稼働日以内の場合は、その急ぎの理由を付して下さい。
· ユニット製品の場合、他社製部品の該非判定が必要の為、確認書の作成に時間を要します。
	

	備考
	
	


注記：


使用目的につきましては判定書作成に際しての重要な確認事項となっておりますので、内容をご理解の上ご記入下さい。　


Ex) 液晶テレビのガラス基板の研磨装置


　　自動車用部品の製造装置


　　家電用半導体検査装置　　等


　　×液晶ディスプレイ製造装置、×ハードディスク製造装置　※何に使われるのかわかりません。　　　　


英文（中国、韓国は漢字可）、現地名による「最終ユーザー名」の記入をお願いします。


ここにご記入頂いた全ての情報は、輸出管理以外の目的には使用致しません。　(THK株式会社)





THK ______＿____(支店)行


(Ｆax番号：                         )　


(担当者名：　　　　　　　　　　　　　)


該非判定依頼書

















